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V120a CMB偏光観測実験GroundBIRD - 天体を用いた観測地での性能評価 -
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インフレーション理論は、宇宙マイクロ波背景放射 (CMB)の偏光マップに「Bモード」と呼ばれる特徴的なパ
ターンを刻印することを予言している。GroundBIRD実験は高速回転スキャンと超伝導検出器Microwave Kinetic
Inductance Detectors (MKIDs)により、従来の地上実験よりも広いスケールを観測することができる。本実験は
2019年の夏から観測地での運用を開始した。
運用開始後、GroundBIRD望遠鏡で月の観測を行った。月は、GroundBIRD望遠鏡の角度分解とほぼ等しく、

観測頻度も高いため望遠鏡の較正を行うのに適した天体である。また、MKIDsの広いダイナミックレンジが放射
強度の大きな月の観測を可能にする。本公演では、月の観測による望遠鏡の角度分解能や検出器の応答性の評価
について報告する。


